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1 学期の終わりにあたって                  

校長 関山 康紀  
 新入生 61 名を迎え、212 名でスタートした 1 学期も梅雨が明け、暑い夏を迎え、終わりを迎え

ます。移動教室、修学旅行、運動会など行事や日々の生活で各学年の生徒も大きく成長した 1 学

期だったと思います。 
 夏休み中には、原爆忌（8 月 6 日、9 日）や終戦記念日（8 月 15 日）など平和を考える日があり

ます。その話の中で時折、「核兵器」の話が聞かれます。核兵器が戦争で実際に使われたのは 2
回、それが広島、長崎の原爆です。昭和 20 年８月６日、広島への原爆投下で 14 万人以上の命が

失われ、また８月９日の長崎では７万人以上の命が失われました。戦争終結を早めたともいわれ

ますが、一方で戦後の米国とソ連邦(今のロシア)の対立を予期して、威力の誇示のために使われた

とも言われています。実際に広島ではウラニウムを用いた爆弾リトルボーイ、長崎ではプルトニ

ウムを用いた爆弾ファットマンと形式の違うものを用いたことも威力を確かめるための実験であ

り誇示であるとも考えられています。 
 この核兵器、現在は非人道的大量殺戮兵器として使用が禁止されています。１発で 10 万以上も

の命を奪う威力はもちろんですが、放射線による被害も禁止の理由です。例えば同じ昭和 20 年の

３月 10 日に行われた東京大空襲では一晩で 10 万人以上の命が失われています。命を奪うことが

非人道的であることは核爆弾でも通常爆弾でも変わりありませんし、通常兵器でもより多くの命

を奪うこともできます。 
しかし、核兵器の放射線の影響は戦後長きにわたり生存者の命を奪い続け、さらには子孫にま

で影響を残しています。このようなことは通常兵器ではないことなので、核兵器には通常兵器以

上の非人道性があるとされ、使用が禁止されています。 
 日本は唯一の被爆国です。皆さんもこの日本で生活しているのですから、戦後 81 年という長い

年月がたっているとはいえ、ニュースや報道等も見聞し、これらのことを是非知っておいてほし

いと思います。そして、その上で戦争や平和について考え、語れるようになってほしいと思いま

す。 
 最後になりますが、保護者の皆様方には多くのご協力を賜り誠にありがとうございました。夏

休みも三者面談などもありますし、2 学期以降もよろしくお願いいたします。 
 

  

 

 



 

 

 


